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ルと教育｣田中毎実担当)とその授業検討会を実施 してきた (注 1)｡このプロジェクトは､第 1に､授業者と受講
生との問で相互行為を繰り返すことによって両者の相互形成をめざす ｢授業実践｣であり､第 2に､ゆっくりとした
日常的なペースですすむ生態学的研究や機器 ･調査票などによる実証的研究のための ｢実験授業｣であり､第3に､
授業観察と授業検討会を通 して授業者と観察者との相互研修 (FD)をめざす ｢公開授業｣である｡ 私たちは､公開
実験授業という特異なフィール ドで､授業実践､授業研究､相互研修の3つを､互いに緊密に連携させながら一挙に
達成しようと努めてきたのである｡
このプロジェクトの第 Ⅰ期は､ 3年間で一応終え､11年度からは2つの新たな試みを始めている (注 2)｡第 1に､
同じ ｢ライフサイクルと教育｣というテーマで､しかし今度は数人の教員がリレー式で講義する ｢公開実験授業｣第

















公開実験授業第 Ⅰ期プロジェクトでは､ 3年間にわたって､およそ60回はどの授業と検討会を繰り返 してきた｡授
業は､毎週月曜日4時間目､数台のビデオカメラと参観者たちに取り囲まれて､午後 2時45分にはじまり､だいたい































教育とは､マックス ･ウェーバーの非難の言葉 (｢-ー トのない職業人 ･専門人｣)をもじって言うなら､｢-- トの





















をっくりだす (注 6)｡同じように､死にゆく人々の ｢一人発ち｣(ひとりだち)の冒険もまた､まわりの人々との相
























































































































































すること､第 3に､授業者と受講生のこのような相互成長を通して､(教育実践を通 して学問を押 し進める) フンボ















は少 しも絡まない､たんなるサービスになって しまう｡ 私自身を含めて､身近な同僚たちの多くは､自分の教育実践
を通 じて自分の研究が進展するという生産的な体験を､少なからずもっている｡ たしかに､｢教えること｣ は ｢もっ
ともよく学ぶこと｣でもある｡授業が自分の理論の実証的な展開の場になることなどは､ごくありふれた普通の出来


















招かれることがある｡ そんな場合､大学の研究者 もまた現場をもつ授業実践者であることは､あまり誰にも (当の本
人にすら)意識されないのが通例である｡ くわえて､きわめて奇妙なことではあるが､高等教育外の実践者たちは､









































































































































































もともとが手軽さや便利さをねらった-ンディな本であり､ しかも第 Ⅰ部の分量に比 して第Ⅱ部のそれはきわめて短




















































































(2) (教員- 教育内容- 生徒)と く教員- 研究- 教育内容- 学生)
それでは､小学校や中学校の授業と大学の授業では､いったいどこが同じでどこが違うのだろうか｡初等教育に焦


























































































プローチである｡さらに第 2に､心理学領域での認知論革命や人類学領域のフィール ドワーク技法 (参与観察)など
とともに､在来の客観主義的 ･対象化的アプローチに対抗する､相互主観的で生態学的なアプローチである｡現象学
的 ･生態学的アプローチは､質的 ･相互主観的であり､在来の量化的/対象化的アプローチに対抗 し､これを補完す
































































れてきた (注21)｡大学教育学は､実践者集団の異体的な教育状況からの相互主観的な超越性 (観察) に担われて､
じょじょに成立するものと思われる｡ 本稿では最後に､この大学教育学の成立可能性について､大雑把に考えておき
たい｡



























種の人､現場を引退 した人との対話はそうではなかった｡ しかし､文化を共有 し､学生を能動化 し主体化するという
共通の課題をもち､自分のフィール ドに対 して責任をもつ教員どうしの対話は､きわめて生産的である｡このような
共通条件をもつという制約条件を付 しさえすれば､専門の上での幅や違いを越えて､高等教育の教授法､さらには教


















する｡ 大量生産される理論は､教育の現実や実践-の関係が間接的であり､生成する理論に対 しては ｢メタ理論｣
(meta-theory)と呼ぶのが相応しい｡これに対して､フィール ドワークによる実践的理論は､状況に直接に対崎 し







































































(17) ｢構造｣をほぼこの意味で用いるのは､たとえば､Mehan1978､1979である｡ただし､彼の場合 ｢構造｣ は､
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